
早期開通を目指し整備を進めます！！

【用地協議】 
関係者と用地買収、家屋移転等
について協議します。

【調印と登記手続き】 
地権者の皆様と協議の了解が得
られたら契約調印のうえ、登録手
続きと補償金の支払いをします。

▲①唐津伊万里道路開通状況

▲⑥府招地区施工状況 ▲②唐津伊万里道路開通状況▲⑧立岩地区施工状況 ▲④重橋地区施工状況

▲⑤廣田地区施工状況▲⑦久原地区施工状況 ▲③北波多地区施工状況

■路線図

唐津伊万里道路伊万里道路伊万里松浦道路

■各箇所の工事状況

　

平
成
24
年
度
の
西
九
州
自
動
車
道
の
整
備
予
定
は
、
唐

津
伊
万
里
道
路
の
唐
津
千
々
賀
山
田
Ｉ
Ｃ
～
北
波
多
Ｉ
Ｃ

間
で
は
、
北
波
多
地
区
の
改
良
工
事
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

北
波
多
Ｉ
Ｃ
～
伊
万
里
東
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
間
で
は
、
用
地
買

収
推
進
、
下
平
野
橋
上
部
工
、
板
治
川
橋
（
仮
称
）
の
下
部

工
・
上
部
工
、
重
橋
地
区
の
改
良
工
事
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伊
万
里
道
路
に
お
い
て
道
路
予
備
設
計
及
び

用
地
買
収
推
進
、
伊
万
里
松
浦
道
路
（
山
代
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
～

県
境
）
で
は
、
用
地
買
収
推
進
、
久
原
地
区
、
立
岩
地
区
の
改

良
工
事
を
推
進
し
ま
す
。

伊万里市

長崎県

福岡県

伊万里松浦道路

L=17.2km

伊万里道路

L=6.6km

唐津伊万里道路

L=18.1km

唐津道路

浜玉IC唐津IC

北波多IC

谷口IC(仮称)

伊万里東IC
(仮称)

伊万里中IC(仮称)
伊万里西IC(仮称)

楠久IC(仮称)

山代IC(仮称)

今福IC(仮称)

調川IC(仮称)

松浦IC(仮称)

唐津市

千々賀
山田IC

二丈鹿家IC

（供用中（2/4））

L=10.4km

唐津

　唐津IC
　～唐津千々賀山田IC
        　L=4.5㎞
 平成24年3月24日開通

　唐津IC
　～唐津千々賀山田IC
        　L=4.5㎞
 平成24年3月24日開通

千々賀山田IC
～北波多IC
  L=3.5㎞

平成25年度
　開通目標

千々賀山田IC
～北波多IC
  L=3.5㎞

平成25年度
　開通目標

唐津唐津

北波多IC～谷口ＩＣ
    L=4.8㎞

 平成26年度
   開通目標

北波多IC～谷口ＩＣ
    L=4.8㎞

 平成26年度
   開通目標

           　　　　　谷口ＩＣ 
　　　　　　  ～ 伊万里東
    　　　　　　    L=5.3㎞
　平成29年度 開通目標

           　　　　　谷口ＩＣ 
　　　　　　  ～ 伊万里東
    　　　　　　    L=5.3㎞
　平成29年度 開通目標

山代IＣ～今福ＩＣ
    L=5.5 ㎞

 平成26年度開通目標

山代IＣ～今福ＩＣ
    L=5.5 ㎞

 平成26年度開通目標
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本
年
４
月
よ
り
佐
賀
国
道
事
務
所
に
勤

務
い
た
し
て
お
り
ま
す
事
務
所
長
の
東
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
国
土
交
通
行
政
へ

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

西
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
年
の
３
月
24
日
に
唐
津
伊
万
里

道
路
の
唐
津
Ｉ
Ｃ
～
唐
津
千
々
賀
山
田
Ｉ

Ｃ
間
の
Ｌ
＝
４
．５
㎞
を
開
通
し
、
引
き
続

き
唐
津
千
々
賀
山
田
Ｉ
Ｃ
～
北
波
多
Ｉ
Ｃ

間
を
平
成
25
年
度
、北
波
多
Ｉ
Ｃ
～
谷
口
Ｉ

Ｃ
間
を
平
成
26
年
度
、谷
口
Ｉ
Ｃ
～
伊
万
里

東
Ｉ
Ｃ
間
を
平
成
29
年
度
、ま
た
、伊
万
里

松
浦
道
路
に
お
い
て
は
山
代
Ｉ
Ｃ
～
今
福

Ｉ
Ｃ
間
を
平
成
26
年
度
の
開
通
を
目
標
に

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
西
九
州
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、唐
津
・
伊
万
里
市
内
の
交
通
混
雑
の
緩

和
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
福
岡
か
ら
唐
津
・

伊
万
里
市
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

西
九
州
自
動
車
道
沿
線
に
は
、
唐
津
の

「
虹
の
松
原
」や「
唐
津
く
ん
ち
」、伊
万
里
の

「
大
川
内
鍋
島
窯
跡
」、「
伊
万
里
焼
」な
ど
非

常
に
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、観
光
客
の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
、「
呼
子
の
い
か
」
や
「
伊
万
里
牛
」「
伊
万

里
な
し
」、松
浦
の「
旬
あ
じ
・
旬
さ
ば
」な
ど

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
高
新
鮮
度
で
の
搬
送

な
ど
観
光
・
産
業
・
物
流
の
更
な
る
振
興
が

期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、通
勤
通
学
圏
の
拡

大
な
ど
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
西
九
州
自
動
車
道
の
早
期

整
備
を
実
現
す
べ
く
、職
員
一
丸
と
な
っ
て

皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

赴
任
の
ご
あ
い
さ
つ

国土交通省　九州地方整備局

佐賀国道事務所長

　　　　　東　均

８月は『道路ふれあい月間』です
道路の役割や重要性を再認識して頂き、道路愛護思想の普及や道路の正しい利用の啓発を図るため、昭和33年から実施されています。
「道路ふれあい月間」行事の一環として、道路ふれあい月間推進標語を募集したところ、7,798作品の応募があり最優秀賞3作品、優秀賞6作品が
選定されました。そこで、最優秀賞3作品をご紹介したいと思います。

【小学生の部】つなげよう　僕の道から　   きみの道　（中村　安里　さん　  　9歳   千 葉 県）

【中学生の部】いつの日も　歩きたくなる　道がある　（鈴木　裕也　さん　　14歳　神奈川県）

【一 般 の 部 】一本の　　　道に日本の　　底力　　　（今田　紗江　さん　　44歳　徳 島 県）

「一本の　道に日本の　底力」が今年度の代表標語となりました。多数のご応募頂き、本当にありがとうございました。
　これからも、道路をいつくしみ、大切に使って頂ければ幸いです。

123
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北
波
多
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
を
待
っ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　

 　
　

MESSAGE

（社）伊万里建設業協会

 　 会長　山口　登

西
九
州
自
動
車
道
開
通
に
寄
せ
る
期
待

　

伊
万
里
の
大
川
内
山
に
は
、
明
治
の
廃
藩
に
至

る
ま
で
鍋
島
の
御
用
窯
が
置
か
れ
、
そ
こ
で
作
ら

れ
た
鍋
島
焼
は
、
将
軍
家
、
諸
大
名
へ
の
献
上
贈

答
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
万
里

の
津
（
港
）
か
ら
は
、
こ
の
鍋
島
藩
時
代
に
多
く

の
焼
物
が
遠
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
積
み
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
伊
万
里
港
は
、
東
ア
ジ
ア
に
近
く
、
地
理
的
優
位
性
に
よ

り
、
韓
国
、
中
国
の
主
要
港
と
の
間
に
定
期
航
路
５
航
路
を
有
し
、
そ
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
は
九
州
第

４
位
と
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
万
里
港
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
将
来
に
わ
た
る
伸
び
代
が
国
に
評
価
さ
れ
、
一
昨
年
の
８
月

に
は
、
「
重
点
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
、
さ
ら
に
は
昨
年
11
月
に
は
、
「
日
本
海
側
拠
点
港
」
に
選
定
さ
れ
る

な
ど
、
国
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
港
湾
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
と
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る

た
め
、
今
年
度
末
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
13
メ
ー
ト
ル
の
岸
壁
整
備
や
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
設
置
が
完
了
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
伊
万
里
湾
開
発
が
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
西
九
州
自
動
車
道
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
福
岡
～
伊
万
里
間
が
開
通
す
れ

ば
、
わ
ず
か
45
分
で
福
岡
都
市
圏
と
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

時
間
と
距
離
の
大
幅
な
短
縮
は
、
伊
万
里
港
の
発
展
に
お
い
て
も
、
物
流
の
効
率
化
と
と
も
に
、
産
業
の

育
成
支
援
、
企
業
環
境
の
好
転
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
し
、
生
活
環
境
の
面
に
お
い
て
も
交
通

混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
ほ
か
、
都
市
圏
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
効
果
が
生
ま
れ
る
と
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
波
多
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
子
供
達
の
声

　
　
　
　

 　
　

北
波
多
か
ら
ふ
く
お
か
の
近
道
が
で
き
た
！
い
そ
い
で
い
る
人

に
は
、
べ
ん
り
だ
な
。

そ
の
道
が
で
き
る
と
唐
津
市
み
ん
な
が
、
買
い
物
や
観
光
す
る
の
が

ら
く
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
１
日
も
早
く
で
き
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
の
道
を
通
れ
ば
、
北
波
多
か
ら
す
ぐ
に
福
岡
に
行
け
る
よ
。

北
波
多
Ｉ
Ｃ
で
お
り
れ
ば
、
近
く
に
大
き
な
お
茶
工
場
が
あ
る

よ
北
波
多
の
お
茶
は
、
お
い
し
い
よ
。

み
ち
が
で
き
た
ら
、
し
あ
い
に
早
く
つ
け
る
の
で
、
早
く
か
ん

せ
い
し
て
ほ
し
い
で
す
。

千
々
賀
山
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
浜
玉
イ
ン
タ
ー
で
お
り
ま
し
た
。

途
中
の
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
が
き
ら
き
ら
し
て
き
れ
い
で
し
た
。

大
会
会
場
に
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
つ
き
ま
し
た
。

伊
万
里
ま
で
、
西
九
州
自
動
車
道
が
早
く
で
き
る
と
、
バ
レ
ー

で
知
り
合
っ
た
、
伊
万
里
の
友
だ
ち
と
い
つ
も
あ
え
る
の
に
！

イ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
人
口
が
ふ
え
る
。

そ
し
た
ら
、
友
だ
ち
が
て
ん
校
し
て
く
る

と
思
う
。
そ
し
た
ら
、
か
っ
き
あ
ふ
れ
る

北
波
多
に
な
る
と
思
う
。

西
九
州
自
動
車
道
を
つ
か
う
と
、
試
合
に

い
く
の
も
、
家
族
で
お
で
か
け
す
る
と
き

も
、
便
利
で
す
。
ま
た
、
時
間
の
短
縮
に

も
な
り
、
行
け
る
範
囲
が
広
く
な
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が
西
九
州
自
動
車

道
を
つ
か
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
を
し
た
ら
よ
い

と
思
う
。

。

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
期
開
通
を
目
指
し
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

唐津伊万里道路（唐津ＩＣ～唐津千々賀山田ＩＣ）の開通効果（平成24年３月24日開通）

●利用満足度の向上～開通区間利用者の約８割が満足度を実感～
・唐津ＩＣ～唐津市千々賀交差点までの所要時間が約１１分から約５分へ約６分
　の時間短縮
・既に開通している唐津道路を利用した場合、福岡方面から伊万里方面までの
　所要時間が約２２分から約１３分と約９分の時間短縮

●所要時間短縮～福岡方面から伊万里方面の所要時間が９分短縮～
・道路利用者へのアンケートの結果、開通区間の利用者の約８割
が「時間短縮」や「運転快適性」を実感

 

※（　）は唐津IC～唐津市千々賀交差点間の所要時間を示す

二丈鹿家IC～唐津市千々賀交差点間の
所要時間（朝ピーク時：７時台）

開通前：H23年9～10月平日平均速度（民間プローブデータ）
開通後：H24年3月29日（木）実測

約9分
短縮

約6分
短縮

37.1%

18.6%

47.1%

47.1%

31.4%

27.1%

45.7%

47.1%

37.1%

38.6%

31.4%

42.9%

17.1%

34.3%

15.7%

14.3%

37.1%

良くなった やや良くなった
どちらでもない

分からない

30.0%

やや悪くなった 悪くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

約8 3 %  約8 4 %  

約8 6 %  

▼ 道路利用満足度の変化【開通区間利用者（n=70票）】

目的地までの
所要時間が短縮した

目的地までの
時間が読めるようになった

歩行者を気にしなくて
良いので運転が楽になった

信号交差点の通過が減り、
運転が楽になった

交通事故の危険性が減少した

運転時の疲労感が軽減した

約3分
短縮

凡例

平成 2４年７月 第２６号

◎
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
登
場
！

　

４
月
か
ら
用
地
第
２
課
用
地

官
と
し
て
参
り
ま
し
た
緒
方
と

申
し
ま
す
。

　

公
共
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厳
し
い
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協

力
の
も
と
、
西
九
州
自
動
車
道

の
早
期
完
成
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■工務課
専門員 白石　光一郎

■用地第二課
係長  荻野　知明

■用地第二課
用地官 緒方　英輝

　

４
月
に
西
九
州
自
動
車
道
の
用
地
買
収
の
担
当
係

長
で
参
り
ま
し
た
荻
野
で
す
。

　

出
身
は
福
岡
市
の
今
宿
で
す
。
前
勤
務
地
は
宮
崎

で
東
九
州
自
動
車
道
の
用
地

買
収
を
担
当
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

九
州
各
地
が
結
ば
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
よ
り
工
務
課
に
参
り
ま
し
た
田
中
と
申

し
ま
す
。

　

私
自
身
、
福
岡
県
糸
島
市
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
西
九
州
自
動
車
道
整
備
に
関
わ
る
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
一
日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
生
活
が
快
適
に
な

り
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

■計画課
技官　尾形　泰則

■工務課
技官　田中　聡

　

今
年
の
４
月
に
計
画
課
に
参
り
ま
し
た
尾
形
と
申
し

ま
す
。

　

西
九
州
自
動
車
道
へ
の
地
域
の
方
々
の
期
待
の
高
さ

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
喜

ば
れ
る
道
路
と
な
る
よ
う
西
九

州
自
動
車
道
の
早
期
供
用
に
向

け
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
４
月
よ
り
工
務
課
に
参
り

ま
し
た
白
石
で
す
。

　

西
九
州
自
動
車
道
が
で
き
る
だ
け
早
く
完
成
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
工
事
施
工
中
、
皆

様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。　
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